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雨
模
様
の
肌
寒
い
中

萩
の
郷
文
化
祭
り

ふ
れ
あ
い
広
場

開
催

敬
老
祭
と
消
防
団
ふ
れ
あ
い
広
場
も
／

ヽ ヽ ヽ ―
… … …

趣味展示風景

山
の
紅
葉
が
始
ま
る
十
月
十

四
日

・
十
五
日
下
市
田
区
で
は

「萩
の
郷
文
化
祭
り
・
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
肌
寒
い
中
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

展
示
発
表
は
区
民
の
日
頃
の

趣
味
の
成
果
と
し
て

（書
・絵
・

陶
芸

・
盆
栽
）
が
両
日
展
示
さ

れ
、
十
四
日
午
後
は
消
防
ふ
れ

あ
い
広
場
、
消
防
団
第

一
分
団

の
協
力
で
消
防
活
動
の
様
々
な

体
験
と
、
地
震
体
験
も
で
き
ま

し
た
。
十
五
日
は
萩
の
郷
ふ
れ
あ
い

広
場
と
し
て
、
敬
老
祭
が
有
り
、

百
名
程
の
参
加
が
有
り
ま
し
た
。

午
前
十

一
時
に
は
、
ソ
ノ
ー

ル
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

ｏ
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
の
素
敵
な
演
奏
を
聴
き
、

式
典
で
は
「喜
寿
・米
寿
・卒
寿
」

の
皆
様
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
、

昼
食
後
吹
奏
楽
・
駐
在
所
長
の

講
和
ｏ健
康
体
操
・
踊
り
・
全
員

で
歌
う
な
ど
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
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区
の
情
勢
に
つ
い
て

区
長

杉

田

洋

一

の
地
域
で
発
生
す

る
か
わ
か
り
ま
せ

ん

「
自
分
の
身
は

自
分
で
守
る
」
を
合
言
葉
に

家
族
で
避
難
の
方
法
等
を
イ

メ
ー
ジ
し
、
備
え
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

八
月
は
、
平
和
に
つ
い
て

考
え
る
月
で
し
た
。
高
森
町

で
も
広
島
平
和
バ
ス
使
節
団

を
広
島

へ
派
遣
し
、
平
和
に

つ
い
て
の
学
習
を
し
て
き
ま

し
た
。
下
市
田
区
で
は
、
春

と
秋
の
萩
山
神
社
の
例
祭
に

合
わ
せ
て
忠
魂
祭
を
執
り
行

い
ま
し
た
。
ご
遺
族
の
皆
様

に
出
席
を
願
い
哀
悼
の
意
を

捧
げ
、
忠
魂
祭
を
通
し
て
平

和
に
つ
い
て
考
え
、
恒
久
平

和
を
祈
念
す
る
機
会
と
し
て

お
り
ま
す
。
又
、
昨
年
度
よ

り
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
、
五
区
武
陵
地
交
差

点
の
改
良
及
び
信
号
機
設
置

事
業
は
、
委
員
会
で
検
討
を

重
ね
少
し
ず
つ
進
ん
で
き
て

お
り
ま
す
。

下
市
田
河
原
で
は
、
リ
ニ

ア
ガ
イ
ド
ウ
エ
イ
エ
場
の
候

補
地
と
な
り
、
農
免
道
路
先

線
の
拡
幅
工
事
も
、
地
元
の

皆
様
の
ご
理
解
を
頂
き
な
が

ら
慎
重
に
進
め
て
来
て
い
ま

す
。

下
市
田
区
と
支
館
の
大
切

な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
事
業

「
萩

の
郷
夏
祭
り
」
と

「
萩
の
郷

文
化
祭
り
」
が
区
民
の
皆
様

の
ご
協
力
の
も
と
、
今
年
も

盛
大
に
開
催
す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
人
と
人
の
つ
な
が

り

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

を
大
事
に
今
後
も
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

九
月
二
日
に
は
、
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
自

治
会
が
計
画
し
た
訓
練
に
従
っ

て

一
二
九
二
名
の
皆
様
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
自

然
災
害
が
各
地
で
発
生
し
て

い
ま
す
。
特
に
地
球
温
暖
化

の
影
響
と
言
わ
れ
る
局
地
的

豪
雨
に
よ
る
被
害
が
多
く
発

生
い
た
し
ま
し
た
。
い
つ
こ農免道路先線イメージ図

圭
日
生
回
口
Ⅸ
圭
十

中
間
監
査
報
告
　
暉

監
査
委
員
長

松

下

博

人

一
開

四
月
二
十

日
い

「
二
十
八
年

二
甲

度
決
算
監
査
」
新
役
員
の
立
ち

Ｉ
丁

会

い
で
実
施
、
旧
役
員
の
立
ち

一
鈷

会

い
も
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
　

一版

区

・
公
民
館

・
萩
山
神
社
会
計

一
一

は
正
確
か
つ
適
正
に
処
理
さ
れ
一
一区

て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
公
民
一
田

館
の
領
収
書
の
無
い
出
費
の
支

二
け

払
い
証
拠
を
確
認
、
萩
山
神
社

三
―

は
氏
子
総
代
の
任
期
変
更
を
確

Ｉ
反

認
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
一
Ｌ響

六
月
二
十
五
日
田
「区
有
林
・
一
一４

神
社
林
の
現
地
確
認
、
財
産
台

ｔ
刀

帳
の
照
合
」
を
実
施
、
以
前
か

一
「＝

ら
未
確
認
だ

っ
た
巡
礼
沢
神
社

一

林

（牛
牧
）
は
役
場
で
公
図
等

一

で
境
界
を
確
認
し
ま
し
た
。　
　
一

八
月
二
十
五
日
０

「
区

・
公

一

民
館
・萩
山
神
社
の
備
品
監
査
」
一

を
実
施
、
消
耗
品
・
既
に
廃
棄

一

さ
れ
て
い
る
備
品
は
、
台
帳
か

一

ら
削
除
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
一

(自 平成29年 4月 1日 ～至平成 29年 9月 30日 )

決算収入額 19,662,629円 決算支出額 9,695,865円 差引残高 9,966,764円

【支出の部】           △印:減 (単位 円)

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
14,850,0001

1,007,000

720,000

4,794,000

6,416,000

2,490,000

3,000,000

費  2,183,542

0

△  9,892,140

∠|ヽ  1,007,000

∠:ゝ    555,484

△  4,451,128

∠:ゝ  4,871,472
ｉ

ｌ
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一
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一
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一

一
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一
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一
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一

一△

一△

一△
一

支 出合 計 135,460,5421 9,695,8651△ 25,764,677

平成29年度 公民館下市田支館 中間決算報告書
(自 平成29年 4月 1日 ～至平成29年 9月 30日 )

決算収入額 2,372,954円 決算支出額 1,599,060円  差引残高 773,894円
【支出の部】

【収入の部】

【収入の部】

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
7,561,542

7,497,430

2,322,112

663,317

6,500

1,440,000

171,728

0

△  8,100,570

△  6,277,888

△    489,683

∠:ヽ    178,500

前 期繰越金 0

|△    10,000

185,000

1,450,000

1全__7年 ,77913,000

0

収 入 合 計  35,460,542 19,662,629 ∠:ゝ 15,797,913

科   目

雑 収  入
収 入 合 計

予 算 額 決 算 額 1 増  減
484,549

3,000,000

520,000

1,000

484,549 |

△ 1,632,595

6,005

4,005,549

科   目 予 算 額 決 算 額 1 増  減
総 務  費
事  業 費
広 報  費
予 備  費 204,549

751,664

847,396

△  1,178,336

△

△

△

1,012,604

11,000

204,5490

支 出合計 4,005,549 1,599,060 △ 2,406,489

△印 :減 (単位 円)
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地域の絆 深まる
去
る
七
月
二
十
九
日

（土

曜
日
）
下
市
田
区
民
会
館
広

場
に
て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
雨
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
夕
方
は
幸
い
天
気

が
良
く
、
大
勢
の
区
民
が
集

ま
り
、
お
祭
り
気
分
が
盛
り

上
が

っ
て
き
ま
し
た
。

夕
方
五
時
半
よ
り
、
女
性

太
鼓
ク
ラ
ブ
紅
華
の
呼
び
込

み
太
鼓
に
よ
り
お
祭
り
が
始

ま
り
ま
し
た
。

第

一
部
で
は
木
遣
り
保
存

会
に
よ
る
威
勢
の
良
い
木
遣

り

ニ
フ
ッ
パ
と
今
年
は
消
防

団
ラ
ッ
パ
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
第
二
部
は
紅
華
の
皆
さ

ん
に
よ
る
迫
力
あ
る
太
鼓
演

奏
、
第
二
部
は
下
市
田

・
吉

田
河
原
保
育
園
の
園
児
ら
に

よ
る
可
愛
ら
し
い
ダ

ン
ス
、

第
四
部
は
子
供

エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
の
チ

ェ
リ
ー
キ

ッ
ズ
と
プ

チ

エ
ン
ジ

ェ
ル
の
元
気
い
っ

ぱ
い
の
ダ
ン
ス
、
第
五
部
は

き
よ
し
の
ズ
ン
ド

コ
節
を
は

じ
め
各
自
治
会
の
皆
さ
ん
に

よ
り
素
晴
ら
し
い
踊
り
を
披

露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
頃
に
は
、
す

っ
か
り
日

が
暮
れ
て
夜
の
お
祭
り
気
分

も
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

第
六
部
は
育
成
会

・
保
護
者

会
に
よ
る
縄
文
の
火
お
こ
し

と
花
火
大
会
が
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
が
色
と
り
ど
り

の
手
持
ち
花
火
を
楽
し

み
ま
し
た
。
最
後
に
全

員
で
納
涼
盆
踊
り
を
行

い
、
閉
会
式
を
迎
え
、

杉
田
区
長
の
締
め
の
挨

拶
で
地
域
の
絆
を
再
確

認
し
ま
し
た
。

こ
の
お
祭
り
に
ご
参

加
く
だ
さ

っ
た
方
々
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
全

て
の
関
係
者
の
方
々
に

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

壬
生

記

さあ〃 お祭りの始まりだぁ―/

や～山の神様 お願いだ～♪
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一響
つ
珈
猿
北
籍
綱
″́短
雑
諺
嬉蹴

十
月
十
四
日

・
十
五
日
の
　
よ
る
ち
ぎ
り
絵

・
工
作
等

両
日
、
平
成
二
十
九
年
度
下

の
作
品
の
展
示
が
あ
り
、

市
田
区
萩
の
郷
文
化
祭
り

・　
他
に

「
や
ら
ま
い
会
」
の

ふ
れ
あ
い
広
場
が
開
催
さ
れ

方
の
二
十
点
に
も
お
よ
ぶ

ま
し
た
。
作
品
展
示
発
表
で

陶
芸
作
品
の
展
示
が
あ
り

は
区
で
活
動
さ
れ
て
い
る
さ

ま
し
た
。
ま
た

「
高
森
町

ま
ざ
ま
な
団
体

・
個
人
の
方

美
人
画
教
室
」
に
よ
る
美

の
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
人
画
十
点
の
展
示
も
鮮
や

室
内
展
示
に
お
い
て
第

一
展

か
な
色
使
い
で
大
変
目
を

示
室
で
は
「下
市
田
史
談
会
」

引
く
も
の
で
し
た
。
他
に

「
下
市
田
古
文
書
研
究
会
」

「
下
市

田
か
な
書
道
会
」

に
よ
る
各
区
の
史
跡
に
関
す
　
の
方
の
書
の
展
示
も
あ
り
、

萩
の
郷
ふ
れ
あ
い
広
場

る
展
示
や
、
今
年
は
特
に
大

河
ド
ラ
マ
に
ち
な
み
、
亀
之

丞
の
青
葉
の
笛
に
関
係
す
る

古
文
書
の
展
示
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。
第
二

・
第
二
展
示

室
で
は

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
び
す

さ
ら
に
松
岡
城
址
の
四
季
を

写
し
た
風
景
や
、
花
嫁
姿
が

印
象
的
な
写
真
の
展
示
も
あ

り
ま
し
た
。
展
示
の
他
に
室

内

に
お
い
て
は

「
第

一
茶
道

ク
ラ
ブ

一
期
会
」
の
方
々
に

′
よ
る
抹
茶
の
接
待
も
行
わ
れ
、

例
年
同
様
の
賑
わ
い
を
み
せ

て
い
ま
し
た
。
文
化
祭
り
の

開
催
さ
れ
た
両
日
と
も
あ
い

平
成
二
十
九
年
度
　
　
　
　
　
ゆ多
蒸

「
ヒ
゛
ｕ
〔ヽ
ψ
Ｏ
″
３

下
市
田
文
化
祭
り
汁
「

萩
の
郷
ふ
れ
あ
い
広
場

一
゛
一＼ヽ

、

に
く
の
空
模
様
で
し
た
が
、

屋
外
に
お
い
て
も
見
事
な
枝

ｌ
ｌ
ぶ
り
の
盆
栽
の
展
示
が
行
わ

れ
来
場
さ
れ
る
方
の
目
を
引

ｌ
ｌ

い
て
い
ま
し
た
。
ど
の
作
品

に
つ
い
て
も
出
展
さ
れ
た
方

／
ノ

の
活
動
内
容
が
う
か
が
わ
れ

「　
　
る
素
晴
ら
し
い
展
示
発
表
と

な

り

ま

し

た
。

r

林

記
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十
月
十
四
日

・
十
五
日
生

憎
の
天
気
の
中
、
七
十
五
歳

以
上
の
皆
様
を
お
招
き
し
て
、

平
成
二
十
九
年
度

「
萩

の
郷

ふ
れ
あ
い
広
場
」
が
区
民
会

館
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
開
催
前
に
は
茶
道
ク

ラ
ブ
の
方
に
よ
り
お
茶
が
ふ

る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
広
場
が
開
催
さ

れ
午
前
の
部
は

「
ソ
ノ
ー
ル
・

ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
」
の
ク
ラ

リ
ネ

ッ
ト
演

奏
。
心
地
の
よ
い
音
色
で

多
種
の
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽

を
演
奏
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
続

い
て
ご
長
寿
の
式
典

が
行
わ
れ
、
喜
寿
・
米
寿

・

卒
寿
の
方
々
が
表
彰
さ
れ

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

祝
宴

・
昼
食
と
な
り
、

午
後
の
部
の
舞
台
発
表
が

始
ま
り
ま
し
た
。
「
高
森

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ン
ズ
」
の

「
上

を
向

い
て
歩
こ
う
」
「
世
界

に

一
つ
だ
け
の
花
」
な
ど

馴
染
み
深
い
曲
を
演
奏
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
高

森
駐
在
所

の

「
振
り
込
め

Ｌ

詐
欺

・
高
齢
者
の
交
通
安

全

一
の
講
話
は
、
と

て
も
楽
し
い
雰
囲
気

で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

次

に

「
榊
原
学
園
」

の
日
本
舞
踊
。
華
や

か

な
舞

台

衣

装

で

「
あ

ゝ
金
華
山
」
な

ど
美
し
い
舞
を
披
露

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
ｃ

次

に

「
さ
く
ら
会
」
の

健
康
体
操
で
す
。
曲
に

合
わ
せ
て
手
踊
り
を
し

ま
し
た
。

祝
宴
の
最
後
は
参
加

者
全
員
で

「
高
原
列
車
は
行

く
」
「
青
い
山
脈
」
を
合
唱
し

長
寿
の
皆
様
の
末
永
い
健
康

を
祈
念
し
な
が
ら
終
宴
と
な

り
ま
し
た
。

江
副

記

`点

ゝ

静

フ
`

ノ ラ

Ｆ
・

゛

ムd

関

おIP′腱,

」E″

４
　
　
ｌ
ｄ
「
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、

| 4■■

■



(5)平成 29年 11月 15日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 98号

一一硝
精
簿
胤
協
口
‐
‐
広
‐‐‐場」
一̈群
向
鷹
刹）河年

消
防
団
第

一
分
団
分
団
長

北

條

智

也

年

は
地

震

体

験

日
ご
ろ
か
ら
消
防
団
活
動

車
に
よ
る
過
去
に
起
こ
っ
た

に
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ

地
震
や
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　
と
言
わ
れ
て
い
る
東
海
地
震

今
年
も
下
市
田
区
の
皆
様
　
の
デ
モ
を
大
勢
の
お
子
さ
ん
、

の
ご
協
力
に
よ
り
、
萩
の
郷

保
護
者
の
方
に
体
験
し
て
頂

文
化
祭
り
の
中
で
、
消
防
ふ

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

れ
あ
い
広
場
を
開
催
す
る
こ
　
　
放
水
体
験
に
お
い
て
は
、

と
が
出
来
ま
し
た
。
　
　
　
　
防
火
服
を
着
た
子
供
達
が
元

今
回
の
内
容
と
し
て
は
、
　

気
良
く
放
水
を
楽
し
み
、
乗

子
供
用
防
火
服
を
着
て
の
放

水
体
験

・
煙
体
験

・
水
消
火

器
で
の
取
り
扱
い
体
験

・
消

防
自
動
車
乗
車
体
験

・
消
防

車
体
験
で
は
積
載
車
に
乗
り

広
報
文
を
読
ん
で
も
ら
い
ま

し
た
。
大
き
な
声
で
下
市
田

区
の
方
に
予
防
広
報
を
呼
び

か
け
て
も
ら
い
、
広
報
文
を

読
む
姿
は
と
て
も
頼
も
し
く

思
え
ま
し
た
。

地
震
体
験
は
今
年
初
め
て

の
試
み
で
し
た
。
震
度
７
の

揺
れ
を
体
験
し
た
子
供
達
は

揺
れ
の
大
き
さ
に
戸
惑
い
、

怖
が
り
な
が
ら
も
机
の
下
に

も
ぐ
り
自
分
の
身
を
守
る
術

萩

山
神

社

か
ら

氏
子
総
代
長
塚

本

洋
四
郎

事
で
あ
ろ
う
と

思
い
、
敬
神
の

念
と
清
き
心
を
も

っ
て
、
今

後
の
祭
祀
祭
事
に
当
た
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

区
民
の
皆
様
が
平
穏
と
安

ら
か
な
事
と
下
市
田
区
が
五

穀
豊
穣
、
商
業
繁
栄
、
家
内

安
全
を
願
い
神
様
の
ご
加
護

と
ご
神
徳
を
頂
け
る
様
、
総

代
六
名
が
力
を
合
わ
せ
て
神

社
の
祭
事
及
び
土
地
建
物
施

設
物
等
の
日
常
の
安
全
点
検

及
び
維
持
管
理
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

神
社
清
掃
な
ど
に
高
寿
会

及
び
各
区
の
老
人
会
様
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
、
又
祭

祀
の
際
に
は
各
区
の
常
会
長

様
に
は
忙
し
い
中
、
早
朝
よ

り
御
奉
仕
頂
き
誠
に
有
難
い

と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
又
今

後
の
祭
事
と
し
て
は
、
十

一

月
の
七
五
三
・
新
嘗
祭
、
十

二
月
の
大
祓
祭
が
有
り
、
区

三
役
・
支
館
三
役
・
代
議
員
・

区
役
員
・
常
会
長
様
に
は
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

萩
山
神
社
の
形
状
か
ら
見

て
裏
の
状
況
を
考
え
る
と
、

最
近
の
気
象
状
況
か
ら
見
る

と
風
水
害
が
激
し
く
計
り
知

れ
な
い
状
態
が
有
り
う
る
事

が
有
り
非
常
に
危
険
に
思
わ

れ
、
区
三
役

・
代
議
員
の
皆

様
に
御
相
談
し
て
お
り
、
よ

り
良
い
結
果
が
見
出
さ
れ
る

様
に
な
る
運
び
と
な

っ
て
お

り

一
安
心
し
て
お
り
ま
す
。

区
民
の
皆
様
に

一
層
の
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

ヨ
を
し

っ
か
り
と
身
に
つ
け
て

い
ま
し
た
。
怖
が

っ
て
い
る

お
子
さ
ん
は
い
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
に
地
震
の
怖
さ
を
知
っ

て
い
た
だ
く
良
い
機
会
に
な
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
体
験
を
通
し

て
防
災

・
防
火
意
識
、
ま
た

消
防
団
活
動

へ
少
し
で
も
関

心
を
持

っ
て
い
た
だ
け
た
ら

幸
い
で
す
。

お
手
伝
い
く
だ
さ

っ
た
下

萩
山
神
社
の
祭
事
運
営
に

一一当
た
り
、
区
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
誠
に

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
今
年

は
三
鳥
居
の
再
塗
装
を
行
い
、

美
し
く
な
り
、
新
年
度
を
迎

え
る
事
が
出
来
ま
す
。
総
代

は
約

一
年
に
な
ろ
う
か
と
な
っ

て
お
り
、
萩
山
神
社
の
長
い

歴
史
と
伝
統
が
有
り
先
人
の

方
々
よ
り
引
き
継
が
れ
た
祭

祀
祭
事
の
所
作
、
作
法
の
正

確
さ
を
確
実
に
行
う
事
が
大

市
田
区
の
役
員
の
皆
さ
ん
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
た
天
候
が
す
ぐ
れ

な
い
中
、
足
を
運
ん
で
く
だ

さ

っ
た
保
護
者
の
皆
様
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

消
防
団

一
同
、
地
域
の
方

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
日
々
精
進
い
た
し
ま
す

の
で
さ
ら
な
る
ご
理
解
ご
協

力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

委
員
会
活
動
報
告

環
境
衛
生
委
員
長

山

本

智

治

様
に
は
、
資
源

ゴ
ミ
の
分
別
収

集

・
ゴ
ミ
ゼ

ロ

運
動
等
に
ご
理
解
ご
協
力
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

春
の
ゴ
ミ
ゼ

ロ
運
動
で
す

が
、
拾
い
集
め
る
ゴ
ミ
の
量

も
年
々
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
減

っ
て
き
て
い
ま
す
。

一
人

一
人
の
環
境
意
識
の
向

上
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中

で
も
こ
の
運
動
に
子
供
た
ち

も
参
加
し
て
ゴ
ミ
を
拾

っ
て

く
れ
て
い
る
の
も
、
学
校
や

ご
家
庭
で
の
指
導
な
ど
が
実

を
結
ん
で
き
て
い
る
も
の
と

実
感
致
し
ま
す
。

本
年
度
は
、
飯
伊
ゴ
ミ
処

理
施
設
が
移
転
し
た
こ
と
に

よ
り
、
燃
え
る
ゴ
ミ
袋
や
区

分
の
変
更
と
今
ま
で
と
違
う

方
法
で
の
回
収
に
な
り
ま
す
。

何
か
し
ら
分
か
ら
な
い
と
こ

ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

各
区
の
環
境
委
員
又
は
、
町

へ
問
い
合
わ
せ
を
し
、
十
二

月
に
は
、
正
確
に
収
集
で
き

ま
す
よ
う
ご
協
力
お
願
い
致

し
ま
す
。

余
談
と
は
思
い
ま
す
が
料

理
の
食

べ
残
し
を
減
ら
す
の

も
環
境
運
動
の

一
環
で
す
。

そ
の
部
分
で
も
ご
協
力
お
願

い
致
し
ま
す
。

++++++十 +

XXXXXXX

XXXXXXX

環
境
衛
生
委
員
の
活
動
報

告
を
致
し
ま
す
。

日
頃
は
下
市
田
区
民
の
皆
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任
期
満
了
に
伴
う
高
森
町

議
会
議
員
選
挙
が
七
月
四
日

告
示
さ
れ
、
定
数
十
四
人
に

対
し
、
現
職
十
人
、
新
人
五

一

人
を
含
む
十
五
人
が
立
候
補

し
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度
執
行
の

選
挙
か
ら
、
有
権
者
の
皆
さ

ん
の
利
便
性
を
高
め
、
投
票

率
向
上
の
た
め
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
パ
ー
ス
に
投
票

所
が
設
置
さ
れ
、
買
い
物

つ

い
で
に
投
票
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

七
月
九
日
に
開
票
が
行
わ

れ
、
新
し
い
議
会
議
員
十
四

人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

投
票
率
は
六
八

・
四
四
％

と
な
り
、
四
年
前
の
投
票
率

七
二

・
九
七
％
を
四

・
一
四

％
下
回
る
結
果
で
し
た
。

四
年
間
の
任
期
を
、
地
域

町
民
の
代
表
と
し
て
、
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
・介
護
の
経
験
を

町
づ
く
り
に

■
一　

高
森
町
は
、
「
ま
ち
づ
く

一
リ
プ
ラ
ン
」
と

「
日
本

一
の

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

一
し
あ
わ
せ
タ
ウ
ン
総
合
戦
略
」

一
を
策
定
し
て
、
人
口
減
少

・

一少
子
高
齢
化
時
代
に
お
け
る

一持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

一進
め
て
い
ま
す
。

一　

国
は
、
社
会
保
障
費
の
抑

一制
を
行
い
、
年
金
の
引
き
下

一
げ
、
医
療
や
介
護
の
保
険
料

一
の
引
き
上
げ
、
医
療
費
の

一

一部
負
担
金
や
介
護
の
利
用
料

一金
の
大
幅
な
引
き
上
げ
な
ど

一
を
行
い
、
本
来
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

一
ネ

ッ
ト
で
あ
る
べ
き
社
会
保

一障
が
、
私
た
ち
の
生
活
を
苦

一
し
め
て
い
ま
す
。

一　

国
民
健
康
保
険
料

・
介
護

一保
険
料

・
介
護
保
険
事
業
計

一
画

・
地
域
包
括
ケ
ア
な
ど
は

新
し
く
選
出
さ
れ
た

元
議
員
の
抱
負

自
に
検
討
し

て
決
め
て
い

く
も
の
で
す
。

四
十
六
年
間
、
医
療
や
介

護
の
現
場
で
働
い
て
き
た
経

験
を
生
か
し

て
、
「
医
療
や

再
び
議
会

へ
送

っ
て
い
た

だ
き
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま

す
。
議
員
数
が

一
名
減
り
十

四
名
の
中
で
、
女
性
が
二
人

か
ら

一
人
と
な

っ
た
こ
と
は

大
変
残
念
な
こ
と
で
す
。
皆

様
か
ら
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め
に
は
、
議
員

一
人
当

た
り
の
責
務
が
さ
ら
に
重
く

な
り
ま
し
た
。
日
々
精
進
努

力
し
、
お
知
恵
を
貸
し
て
い

北

沢

幸

保

（
一区
）
介
護
難
民
」
を
出
さ
な
い
よ

う
に
し
、
「
高
森
町

で
暮
ら

し
て
良
か

っ
た
」
と
思

っ
て

も
ら
え
る
町
づ
く
り
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
日
々
の
対
話
を

大
切
に

林
　
ま
ゆ
み
（三
区
）

‐
「

高
森
町
が
独

た
だ
き
な
が
ら
、
と
く
に
女

性
が
町
政
に
関
心
を
持
て
る

よ
う
小
さ
な
集
ま
り
を
開
催

し
、
身
近
な
課
題
か
ら
社
会

を
考
え
る
機
会
づ
く
り
を
継

続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。の
び
の
び
と
暮
ら
し
や
す

い
雰
囲
気
を
つ
く
る
こ
と
は
、

い

っ
た
ん
町
を
離
れ
た
子
ど

も
た
ち
が
帰

っ
て
き
た
く
な

る
秘
訣
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も

「
一
人

一
人
が

自
分
の
意
見
を
言
い
合
え
る

よ
う
な
場
を

つ
く
る
」
「
お
互

い
の
意
見
の
違
い
を
受
け
止

め
、
認
め
合
え
る
地
域
社
会

に
」
を
大
切
に
活
動
し
ま
す
。

ぜ
ひ

一
緒
に
話
し
ま
せ
ん
か
。

守

り

・
育

て

ｏ

つ
な
げ
る

三
浦
喜
久
夫
（三
区
）

七
月
の
選
挙
で
、
当
選
の

栄
に
浴
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
事
、
紙
面
を
お
借
り
し
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

伊
那
谷
は
リ

ニ
ア
新
時
代

を
迎
え
、
こ
の
十
年
間
に
人

や
物
の
流
れ
、
そ
し
て
景
観

も
変
わ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
住
み
続
け
る
以
上
変

わ

っ
て
欲
し
く
な
い
と
い
う

の
が
本
音
で
す
が
、
時
代
の

流
れ
は
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

私
達
が
今
こ
こ
に
住
ん
で
い

る
事
を
基
本
に
、
守
る
こ
と
、

育
て
る
こ
と
、
伝
え
る
こ
と

を
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
有
し

町
づ
く
り
に
貢
献
で
き
た
ら

と
思

っ
て
い
ま
す
。

私
は
段
丘
の
景
観
、
緑
豊

か
な
地
、
伝
承
さ
れ
た
歴
史
、

文
化

・
芸
能
を
次
世
代
に
つ

な
ぐ
事
が
使
命
と
思

っ
て
い

ま
す
。
次
世
代
の
子
供
た
ち

も
こ
の
環
境
の
中
で
育
て
ば
、

こ
の
町
が
好
き
に
な
れ
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
町

の
産
業
が
リ
ニ
ア
に
便
乗
し
、

活
性
化
す
れ
ば
豊
か
に
暮
ら

せ
る
と
考
え
、
議
員
活
動
に

専
念
し
ま
す
。
四
年
間
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「支
え
合
う
社
会
」
を

め
ざ
し
て

湯

沢
健

彦
（六
区
）

「
支
え
合
う
社
会
」
非
常

に
聞
こ
え
の
良
い
こ
と
ば
で

す
。
こ
の
社
会
を
端
的
に
表

わ
す
の
は
自
治
会
組
織
で
す
。

で
は
自
治
会
は
何
の
た
め
に

存
在
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

行
政
の
手
助
け
を
す
る
機
能
、

各
自
治
会
の
役
員
を
担
う
こ

と
、
行
事
等
に
協
力
す
る
こ

と
も
役
割
で
し
ょ
う
が
、
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
こ

れ
ら
の
役
割
等
に
よ

っ
て
住

民
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
災
害
時
に
お
い
て
大

き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に

な
る
。
ま
た
高
齢
化
社
会
に
進
む

こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
現
実

で
あ
る
以
上
、
こ
の
組
織
に

よ

っ
て
お
互
い
を
確
認
し
合

う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
よ

り

「
支
え
合
う
社
会
」
を
築

く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
ひ
い
て
は
「安
心
」
・

「
安
全
」
な
町
づ
く
り
に
進

む
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

「
高
森
町
町
民
参
加
条
例
」

が
絵
に
画
い
た
餅
に
な
ら
な

い
様
、　
一
議
員
の
立
場
か
ら

も
前
記
町
づ
く
り
に
向
か

っ

て
行
動
し
ま
す
。

投 票 者 数 7,255人

投 票 率 68.44%

有効投票数 7,197票

無効投票数  58票
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．
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．
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「青
葉
の
笛
」考
　
　
　
　
校』は』ゅ
っノーヽ畔

一
区

北

澤

善

二
郎
　
一
青
葉
の
笛
」
は
、

松
源
寺
に
丼
伊
亀
之
丞
が
　
こ
の
笛
よ
り
五
百
年
程
前
の

笛
を
吹
い
て
い
る
伊
藤
信
次

も
の
で
、
平
家
物
語
の

「
敦

氏
の
絵
が
あ
り
、
そ
の
笛
の

盛
の
最
期
」
に
出
て
来
る
笛

さ

え
だ

レ
プ
リ
カ
も
あ
り
ま
す
。
　
　
で
、
「
小
枝
」
と
名
の
あ
る
笛

「
青
葉

の
笛
」
と
呼
ば
れ

の
こ
と
で
す
。

る
笛
が
九
本
も
あ
る
こ
と
が

　

明
治
に
出
た
尋
常
小
学
唱

わ
か

っ
て
い
ま
す
。
亀
之
丞

の

「
青
葉
の
笛
」
は
井
伊
谷

四
年
用
に
は

「
敦
盛
と

」
で
し
た
が
、
昭
和
三

ん
だ
場
面
で
す
。

こ
の
笛
は

兵
庫
県
神
戸
市
須
磨
寺
に
あ

り
ま
す
。

こ
の
他
福
井
県
大
野
市
に

源
義
平
の
悲
愛

の

「
青
葉

の

笛
」
が
。
山
口
県
下
関
市
赤

間
神
宮
に
平
家
関
係
の
笛
が
。

九
十
四
回
目
の

「
市
田
灯
篭
流
し
」

が
、
皆
様
の
お
か

げ
で
無
事
、
成
功

裏
に
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

飯
伊
地
方
を
代
表
す
る
こ

の
祭
り
は

「
町
観
光
協
会
」

主
催
で
す
が
、
実
質
は
自
治

会
が
企
画

・
運
営
し
て
い
ま

す
。
約
百
三
十
名
の
自
治
会

員
が
煙
火
部
員
と
な

っ
て
、

浄
財
を
仰
ぐ
活
動
に
取
り
組

一
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
灯
篭

一流
し
に
か
か
わ
る
活
動
も
、

高
寿
会
や
ち
ょ
こ
ボ
ラ

・
育

成
会
・
女
性
の
会
・
青
年
部
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
諸
団
体
の
方
々

に
も
加
わ

っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
こ
こ
数
年
は
中
学

や
自
治
会
員
の
方
々
に
よ
る

参
画
型
の
運
営
も
目
ざ
し
て

い
ま
す
。
ま
さ
に
自
治
会
員

一
人
ひ
と
り
の
手
づ
く
り
に

よ
る

「
市
田
灯
篭
流
し
」
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に

「
共
働
」
「
共
同
」

「
共
有
」
「
共
感
」
な
ど
、
「
共
」

の

一
字
に
込
め
ら
れ
た
思
い

が
貫
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
祭
り
を
進
め
る
に

等
に
申
請
し
許
可
を
得
る
業

務
が
あ
り
、
町
当
局
に
担

っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

町
に
対
し
て
は
、
資
金
面

の
援
助
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
職
員
の
方
々
に
出
労
い
た

だ
き
、
支
え
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
い
た
だ
き
、
ま
さ
に
「
共
」

の
思
い
が
満
ち
た
催
し
で
す
。

た
だ
、
高
齢
化

・
少
子
化

・

地
域
経
済
な
ど
の
波
が
押
し

寄
せ
、
深
刻
な
課
題
も
か
か

え
て
い
ま
す
。

こ
の
課
題
を
ど
う
克
服
す

る
か
。

こ
こ
で
も

「
共
」
に

込
め
ら
れ
た
思
い
が
、
道
を

拓
く
の
で
は
。

へ
の
帰
路
、
渋
川
の
八
幡
社

年
の
検
定
本
か
ら

「
青
葉
の

に
奉
納
し
、
現
存
し
て
い
る
。

笛
」
と
な
り
ま
し
た
。　
一
番

が
敦
盛
の
笛
で
、
二
番

は
忠
度
の
和
歌
を
師
の

綾
小
路
き
み
ま
ろ
さ
ん
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
萩
の
郷

へ
住
居
を
構
え
て
か
ら
四
十

年
以
上
の
歳
月
が
過
ぎ
ま
し

た
。
初
め
は

「
な
ん
と
美
し

い
所
だ
ろ
う
。
ま
る
で
桃
源

郷
で
は
な
い
か
」
と
毎
日
が

幸
福
感
で

一
杯
で
し
た
。
春

に
は
桃
の
花
の
ピ
ン
ク
や
白

い
花
の
梨
畑
の
じ
ゅ
う
た
ん

が
目
の
前
に
広
が

っ
て
、
小

さ
な
我
が
家
が
そ
の
中
に
埋

ま

っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

な

っ
て
、
今
で
は
も
う
お
星

様
に
な

っ
て
し
ま
わ
れ
た
先

達
方
の
優
し
い
心
遣
い
の
野

菜
や
果
物
な
ど
頂
き
な
が
ら
、

絵
の
よ
う
な
日
々
だ

つ
た
と

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
秋
に
は

萩
山
神
社
周
辺
の
萩
の
花
が

咲
き
誇

っ
て
、
今
で
は
も
う

閉
ま

っ
て
い
る
選
果
場
で
は

沢
山
の
果
物
が
ベ
ル
ト
コ
ン

ベ
ア
ー
に
流
れ
て
活
気
が
み

な
ぎ

っ
て
居
ま
し
た
。
夜
に

は
日
の
前
の
広
が
り
は
家
の

明
か
り
も
な
く
、
私
は

故
郷
の
諏
訪
湖
に
見
立

て
て
ふ
る
さ
と
を
懐
か

ｏ
　
し
ん
だ
り
し
た
も
の
で

す
。
神
社
の
萩
も
少
な

く
な

っ
て
、
萩
山
や
萩

の
郷
の
風
情
が
少
な
く

な

っ
て
し
ま

っ
た
の
は
、

い
つ
頃
か
ら
で
し
た
で
し
よ

う
か
。
萩
は
日
本
画
や
カ
ル

タ
に
も
秋
の
題
材
に
よ
く
描

か
れ
、
庭
に
植
え
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

今
で
は
蒲
洒
な
住
宅
が
広

が

っ
て
、
屋
根
々
々
に
は
ソ
ー

ラ
ー
が
見
え
る
景
色
に
変
わ

り
ま
し
た
。
小
鳥
た
ち
が
運

ん
で
く
る
種
で
庭
の
草
花
も

次

々
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

人
の
営
み
も
変
わ

っ
て
当
然

で
す
が
、
も
う
三
度
と
あ
の

頃
に
は
戻
れ
な
い
寂
し
さ
も
、

少
し
だ
け
感
じ
る
秋
の
日
で

す
。

あ
れ
か
ら
四
十
年
　
　
　
」」
つ軒鰤釧脚

三
区

関

島

純

子

檎
や
田
ん
ぼ
が
連

歌
集
巌
期

藤
原
定
家
に
、
勅
選
集

鹿
児
島
県
に
は
三
管
あ
る
と

に
載
せ
て
下
さ
い
と
頼

い
い
、
そ
の
う
ち
の

一
管
は

島
津
義
弘
愛
用
品
だ

っ

た
と
。
北
海
道
江
差
市

の
臨
髪
大
神
宮
に
も
開

拓
吏
が
寄
贈
し
た
笛
が

あ
る
と
い
い
ま
す
。

な
ぜ
こ
れ
ら
の
笛
を

「
青
葉

の
笛
」
と

い
う

の
か
。
『
広
辞
苑
』
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、
横
笛
の
こ
と

を

「
龍
笛
」
と
呼
び
、
そ
の

中

の
名
器
を

「
青
葉

の
笛
」

と
い
う
、
と
出
て
い
ま
し
た
。

他
説
に
よ
る
と
、
青
葉
の

つ
い
た
笛
を
天
皇
に
奉
じ
た
。

青
い
枝
の
付
い
た
青
竹
の
良

質
の
笛
と
い
う
説
も
あ
り
ま

し
た
。

ま

遍

系

者

「共
」
に
込
め
ら
れ
た
思
い
　
　
割
脚
「
断

六
区
自
治
会
長

木

下

富

由

係
事
業
所

Ｆ
Ｆ
‐
Ｌ

¬

|

PT~¬

t

一一自由」
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ザ
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運

動

会
　
　
　
鰺
、罫
↓競
一

小
四

鈴

木

拓

斗

（
二
区
）

て
ヽ
五
年
生
に
き

九
月
二
十
三
日
秋
分
の
日

ち
ん
と
、
わ
た
す
事
が
出
来

に
運
動
会
が
あ
り
ま
し
た
。
　
ま
し
た
。
チ
ー
ム
で
が
ん
ば
っ

ぼ
く
は
白
組
で
し
た
。
他
の
　
た
の
で
二
位
で
し
た
。

学
年
の
短
き
ょ
り
走
を
見
た
　
　
一二
・
四
年
生
の
つ
な
引
き

ら
、
す
ぐ
に
四
年
生
で
や
る
　
で
は
、
二
回
戦
と
も
勝
て
て

ソ
ー
ラ
ン
節
の
番
で
し
た
。
　
良
か

っ
た
で
す
。　
一
番
最
後

た
で
す
。
結
果
は
赤
白
引
き

黒
と
赤
の
ハ
ッ
ピ
に
赤
の
ハ
　
の
六
年
生
の
組
体
そ
う
は
、
　

分
け
で
、
良
い
運
動
会
で
し

チ

マ
キ
を
し
て
お
ど
り
ま
し

ウ

ェ
ー
ブ
や
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ

た
。
来
年
も
楽
し
み
で
す
。

一
マ
イ
ナ
ー
な
見
学
地
と
い
え

か
。

こ
の
店
に
寄

っ
た
客
は

』きつ。″口一一［〔」“̈
　
”上柳一一）一″｝度」一肥漱一ン％‐ルと
上
郷
ラ
グ
ビ
ー

ス
ク
ー
ル
で
は
、

け
声

を
大

き

く

出

す
事

が
出

　

　

　

　

小
六
　

一岡
¨
阜
一
臭
Ｔ
水

（六
区
）

「
勝

つ

こ

と

が

目

来

て
良

か

っ
た

で
す
。

最

後

　

私

は
、

上

郷

ラ
グ

ビ

ー

ス

標

で
あ

る
が
目
的

で
は
な

い
。

た
。
朝
、
リ
レ
ー
の
練
習
を
　
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
私
の
大

た
く
さ
ん
し
た
の
で
、
三
年

　

最
初
は
、
ラ
グ
ビ
ー
に
行

好
き
な
仲
間
を
紹
介
し
ま
す
。

く
の
が
と
て
も
め
ん
ど
く
さ

か

っ
た
で
す
。
で
も
、
仲
間

と
の
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

う
ち
に
、
ラ
グ
ビ
ー
が
楽
し

く
な

っ
て
来
ま
し
た
。

の
ポ
ー
ズ
も
上
手
に
出
来
ま

ク
ー
ル
と
い
う
ラ
グ
ビ
ー
ス

楽
し
い
ラ
グ
ビ
ー
と
仲
間
づ

一
し
太
鼓

ｏ
付
け
太
鼓

一
と

い

島
白
米
千
枚
田

・
輪
島
の
朝

し
た
。
次
の
出
番
は
短
き
ょ
　
ク
ー
ル
に
通

っ
て
い
ま
す
。
　

く
り
を
目
指
そ
う
。
ノ
ー
サ

一
う
奇
祭
と
も
言
え
る
荒
々
し

市

・
金
沢
の
近
江
町
市
場
な

り
走
で
し
た
。
練
習
の
成
果

そ
の
中
で
、
六
年
生
は
十
三

イ
ド
」
の
精
神

で
み
ん
な
が

一
い

一
コ
マ
が
あ
り
ま
す
。
本

ど
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
そ

が
出
せ
て
良
か

っ
た
で
す
。
　
人
い
て
、
み
ん
な
で
日
本

一　
仲
良
く
練
習
し
て
い
ま
す
。　
一当
の
感
動
は
実
際
の
祭
で
し

今
年
は
リ
レ
ー
に
も
出
ま
し
　
に
な
る
べ
く
日
々
が
ん
ば

っ
　
　
私
は
、
ラ
グ
ビ
ー
が
大
好

一
か
味
わ
え
ま
せ
ん
。
私
た
ち

文

虹

一
一
一
　
　
　
一
１
　
“

釧
酢
′

　

′
し

ｌ
Ｌ

Ｐ

ｂ

」
」
〕く
【

樹
ば

ン
ド
が

す
ご
く

き
れ

い

で
、
ピ

ラ
ミ
ヽ
ッ

ド
が
高

く

て
す

ご
か

っ
一
番
中
山
椋
介
ｃ
二
番
中

村
羽
奏
。
三
番
武
田
晴
翔
。

四
番
久
保
田
千
輝
。
五
番
湯

澤
佑
基
。
六
番
小
平
啓
太
。

七
番
吉
田
千
凌
。
八
番
鈴
木

唯
仁
。
九
番
塩
野
入
千
咲
。

十
番
竹
村
友

一
。
十

一
番
古

旗
然
。
十
二
番
岡
島
泉
水
。

十
四
番
三
村
勇
介
。

こ
れ
が
、
私
の
大
切
な
仲

間
で
す
。

う
お
き
ま
り

の
プ

ロ
セ
ス
で

も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

我
慢
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
三
々
五
々
日
本

の
疏
水
百
選
に
も
選
ば
れ
て

い
る
瀬
田
川
沿
い
の
景
観
地

を
散
策
し
て
、
か

つ
て
盛
ん

だ

っ
た
と
い
う
和
蝋
燭
産
業

の
名
残
と
な

っ
た
老
舗
を
訪

ね
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
壱
之

町
と
い
う
名
も
ゆ
か
し
く
美

町
制
六
十
周
年
の
今
年
、

最
後
の
町
民
運
動
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
最
後
と
聞
く
と

な
ぜ
か
寂
し
く
感
じ
ま
す
ね
。

９８
号
は
二
つ
の
支
館
行
事

「
萩

の
郷
祭
り
」
、
「
文
化
祭

り

・
萩
の
郷
ふ
れ
あ
い
広
場
」

の
様
子
と
七
月
に
新
し
く
誕

生
し
た
町
議
会
議
員
の
皆
様

に
抱
負
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

議
員
の
皆
様
の
御
活
躍
を
期

待
申
し
あ
げ
ま
す
。

ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ

百
聞
あ
り
　
一
見
あ
り

し
く
整
備
さ
れ
た
古

い
町
並
み
を
散
策
し

買
い
物
を
し
ま
し
た
。

私
は
朴
葉
味
噌
が
好
き
な
の

で
、
老
舗
ら
し
い
味
噌
屋
さ

ん
に
寄
り
ま
し
た
が
、
日
当

て
の
品
物
は
な
く
店
の
老
婦

人
に
よ
れ
ば
近
く
廃
業
す
る

と
の
こ
と
。
観
光
客
の
好
み

が
変
わ

っ
た
せ
い
で
し
ょ
う

私

一
人
で
、
お
菓
子
屋
さ
ん

や
酒
屋
さ
ん
が
繁
昌
し
て
い

た
よ
う
で
す
か
ら
。

そ
の
他
の
見
学
地
は
五
箇

山
の
相
倉
合
掌
造
集
落

・
輪

れ
ぞ
れ
の
思
い
を
も

っ
て
出

か
け
、
感
動
し
た
場
所
も
内

容
も
そ
れ
ぞ
れ
の
想

い
出
と

な

っ
た
は
ず
で
す
。　
一
人
が

代
表
し
て
書
き
と
め
ら
れ
る

「

|

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
な
ん

と
い
っ
て
も
団
体
旅
行
の
楽

し
さ
は
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流

や
相
互
理
解
の
深
ま
り
か
ら

生
ま
れ
ま
す
。
他
人
の
企
て

に
乗

っ
か

っ
て
の
気
楽
な
学

び
の
喜
び
も
あ
り
ま
す
。
バ

ス
ガ
イ
ド
さ
ん
も
知
識
の
泉

で
、
そ
の
知
識
を
役
立
て
よ

う
と
目
論
ん
だ
方
も
い
ま
し

た
。
ま
た
、
最
後
尾
の
席
に

は
名
指
揮
官
も
い
て
、
長
時

間
の
バ
ス
旅
行
を
眠
る
こ
と

な
く
最
後
ま
で
楽
し
ま
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

千
枚

の
畦

の
美
も
稲
を
刈

っ

て
か
ら

釣
瓶
お
と
し
に
土
産
と
サ

ヨ

ウ

ナ

ラ
と

熊
谷
豊
治
記

九
月
十
九
日

・
二
十
日
と

例
年
の
よ
う
に
代
議
員
会
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
奥
飛
騨

・
奥

能
登

へ
の
研
修
旅
行
が
あ
り

ま
し
た
。
最
初
の
立
ち
寄
り

先
は
飛
騨
市
古
川
町
で
す
。

下
伊
那
の
住
人
に
と

っ
て
は

ま
す
。
こ
の
町
の
観
光
の
中

心
は
、
祭
・和
蝋
燭
・疏
水

べ

り
の
景
観
と
の
こ
と
。
祭
に

は
高
山
と
同
じ
豪
華
な
山
車

が
繰
り
出
し
ま
す
が
、
「
起

も
祭
会
館
で
展
示
を
見
、
太

鼓
を
打

っ
て
み
て
、
そ
の
前

で
記
念
写
真
に
収
ま
る
と
い

編
鯛
後
団

´
打

口^

‐ ■

ア
V~

■
「
げ
フ■ ■

「

１

羹

「
　
睦

り
′
ノ


